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研究ノート
ウェブスター辞書の収録語彙数
早　川　　　勇
要　　旨
 ウェブスター辞書の伝統を築き支えてきたのは各種ウェブスター辞書
である。大辞典や国際版だけでなく簡約辞書や小型辞書もその伝統形成
に大きく寄与してきた。また，日本とのかかわりにおいてウェブスター
辞書を見た場合，これらの簡約辞書や小型辞書の役割はきわめて重要で
ある。しかしながら，それらの辞書の内容についてはこれまでほとんど
言及されたことがなかった。本研究では，これらの各種ウェブスター辞
書の収録語彙数を中心とした書誌的調査を行う。調査項目とは（1）辞
書の頁数（2）辞書の大きさ（3）総収録語彙数である。
 辞書の収録語彙数を調査するのは決して容易なことではない。全頁を
1頁ずつ調べれば全収録語彙数が分かるが，すべての辞書についてそれ
を実施するのは大変な作業である。そこて筆者独自の10分の1調査の方
法を考え出した。当初筆者が予想していたほどこの10分の1調査は正確
ではない。特に，大辞典についてはかなりの誤差がある。しかし，これ
までほとんど概数すらわかっていなかったウェブスター辞書の総収録語
彙数を一定の誤差内で示すことができたのはきわめて意義のあることで
ある。また，ほとんどすべてのウェブスター辞書の収録語彙調査によっ
て，ウェブスター辞書の伝統も明らかになった。
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1．ウェブスター辞書とその調査範囲
 ウェブスター辞書の伝統を築き支えてきたのは各種ウェブスター辞書である。大辞典や
国際版だけでなく簡約辞書や小型辞書もその伝統形成に大きく寄与してきた。また，日本
における英語学習や英和辞典編纂とのかかわりにおいてウェブスター辞書を見た場合，こ
れらの簡約辞書や小型辞書の役割は見逃すことができないどころか，きわめて重要である。
 ウェブスター辞書といっても本流・支流・傍流のものや直系・非直系のものを含め多種
多様な辞書が出版されている。そこで，次の観点から本調査の範囲を絞りたい。
 （1） 本流及び直系のものを中心に扱う。そのうち，本流の大辞典についてはすべて扱う。
 （2） 支流及び非直系のものでも日本に舶載され英和辞典編纂や英語教育に影響を与えた
と思われるものはすべて扱う。
 （3） ウェブスター本人以外の編纂者としてはグッドリッチ（C. A. Goodrich），ポー
ター（N. Porter），息子のウェブスター（W. G. Webster），ホィーラー（W. H. 
Wheeler）のものをとりあげ，他はほとんど無視する。
 （4） 1890年以前の辞書や版については基本的にすべてとりあげるが，それ以降のもの
については割愛する。
この方針に従うと，支流の辞書および直系のものでも比較的新しい小型辞書は取り扱わな
いことになる。
 本研究では，これらの各種ウェブスター辞書の収録語彙数を中心とした書誌的調査を行
う。調査項目とは（1）辞書の頁数（2）辞書の大きさ（3）総収録語彙数である。それぞ
れについて簡単に解説したい。
 （1） 頁数 → ［2］は頁付けのない紙面が2頁あることを表わす。また，［9］‒527は，本
文の頁付けが9頁から始まることを示す。
 （2） 辞書の大きさ → 辞書の大きさは紙面の縦横で表わし，判明するものについては辞
書の厚さについても記す。原則的に各版の初刷りで調査したが，不可能な場合には
なるべくそれに近い版によった。ただし，現物にあたって調査をすることができな
かったものについてはVancil（1993）の大きさを転記した。その数は少ない。紙面
の大きさなどは版や刷によって多少異なることがあるので注意していただきたい。
 （3） 総収録語彙数 → 大辞典については，編纂者や出版社が公表した語彙数を記す。そ
れには（公表）と表示した。それ以外のものについては，著者の調査結果を記す。
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2．ウェブスター辞書の系譜と記号づけ
 本論においては多種多様なウェブスター辞書を，書名と出版地によって次の4つに大別
する。
A An American Dictionary of the English Languageの書名をもつ辞書
D A Dictionary of the English Languageの書名をもつ辞書
M その他の書名のウェブスター辞書
O イギリスにおいて出版されたウェブスター辞書（出版年が明記されないものも多い）
        非簡約版 unabridged
          大辞典→
   An American Dictionary→A系列  国際版 international
          中辞典→ 簡約版 abridged
 アメリカ→書名         （例）
          university
   A Dic. of the E. L.→D系列→辞書が利用される場所  counting house
          common school
          high school
          primary school
出版地
      1892年以前の出版→M系列→書名の頭の語をMの後
       で略記（主にメリアム社）
   その他→出版社と年
      1892年以降の出版で本研究では扱わない
      （メリアム社以外）
 イギリス → O系列 → 書名の頭の語をOの後で略記
 最後に示すウェブスター辞書一覧の中で，AとD系列にはそれぞれの書名以外の辞書も
含まれる。それらは系統的にAまたはDの系列に含めたほうがよいと考えられMやOの系
列から移動したものである。これらの点については拙論「ウェブスター辞書の系譜と体系
化」（2003）において詳述したので，是非それを参照していただきたい。
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3．収録語彙調査方法について
 辞書の収録語彙数を調査するのは決して容易なことではない。全頁を1頁ずつ調べれば
全収録語彙数が分かるが，すべての辞書についてそれを実施するのは大変な作業である。
そこて筆者は独自の10分の1調査法を考え出した。10分の1調査では辞書のある該当頁の
みを調査する。例えば，5，15，25，……，105，115頁と10頁毎に掲載されている語彙
数をカウントする。それを合計し10倍すれば，おおよその総収録語彙数が出る。しかし，
事前の調査によって10分の1調査にはかなりのばらつきがあることが判明した。このため，
少しでも正確をきすために全頁についてその記載を点検する必要がある。特に，第1頁，
最終頁，アルファベットの最初の頁である。これらの頁においては掲載の語彙が少ない（語
彙密度が低いという）ので，その点を考慮し修正を行わなければならない。
 上記の修正を行っても，10分の1調査ではなお誤差が生ずる。筆者が行ったウェブスター
大辞典およびジョンソン大辞典などの全頁語彙調査をもとに，おおむね次のことがいえる。
 • 各頁の語彙密度が高い大辞典では誤差は1.5％である
 • 各頁の語彙密度がふつうの中辞典では誤差は1.2％である
 • 各頁の語彙密度が低い小辞典では誤差は0.8％である
大辞典がすべて語彙密度が高いというわけではないが，一般的に大辞典の場合には，基本
語彙の記述が充実していてばらつきが大きい。例えば，実際には10万語を収録する辞書の
場合，10分の1調査によって得られた結果は98,500から101,500の範囲で提示されると
いうことである。語彙のばらつきが少ない3万語の小辞典であれば，29,720から30,240
の範囲で提示されるということである。
 当初筆者が予想していたほどこの10分の1調査は正確ではない。特に，大辞典について
はかなりの誤差がある。しかし，これまでほとんど概数すらわかっていなかったウェブス
ター辞書の大部分について総収録語彙数をほぼ上記の誤差内で示すことができたことはき
わめて意義あることである。
4．ウェブスター辞書の総収録語彙数など書誌的調査の結果
 以下に示す辞書がウェブスター辞書の伝統を形成してきたものである。各辞書には筆者
が考案した分類記号を付し，その後に書誌的調査の結果を示す。
 本研究においては，ウェブスター辞書の配列は単純にアルファベット順とはしなかっ
た。ここでの配列は系統的および内容的につながりのあるものをまとめ時代順に配置して
ある。10番台はウェブスター本人の習作時代の辞書である。20番台はウェブスター大辞
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典の系譜である。30番台は大辞典の後を継ぐ国際版である。40番台は大辞典の簡約版中
辞典で書名がAn American Dictionary of the English Languageとなっているものであ
る。50番台は書名がA Dictionary of the English Languageとなっている傍系辞書であ
る。60番台は59の後継辞書であるCollegiate Dictionaryの系列である。70番台はその他
の書名の中小辞書で1860年頃まで刊行されたものである。80番台は70番台と同じである
が，1860年代後半から1880年代に出版されたものである。90番台はイギリスで出版され
たウェブスター大辞典である。100番台はイギリスで出版されたウェブスターの中小辞典
である。なお，1892年以降に出版されるようになったウェブスター辞書の海賊版について
はここでは取り上げない。一覧表は最後に掲載する。
5．ウェブスター辞書の収録語彙数に関する管見
 収録語彙数の一覧を見て，いくつかの点が結論的に述べられる。それを箇条書きにした
い。
1． ノア・ウェブスターの処女作ともいえる1806年の小型辞書は辞書としての大きさの割
には収録語彙が多い。この辞書の序文でウェブスターはジョンソン辞書を激しく批判し
たが，フォリオ版のジョンソン大辞典（1755年出版，42,800語）とは比較にならない。し
かし，語彙数においてはそれほど引けをとることはない。
2． ウェブスターの大辞典は1828年に刊行されたが，次の年に出版された簡約版
（abridged）のほうが収録語彙数が多いことは注目に値する。この簡約版は実質的にウー
スターが出版したものであることも考慮に入れなければならない。
3． 大辞典（unabridged）の1864年版は国際版が出る1890年まで何度も改訂されたが，
その収録語彙数は変わらない。改訂の度に附録を増やしたが本文そのものは訂正程度
の修正にとどまっているということである。
4． 19世紀後半に出版された学習辞典においては収録語彙は4万語以内におさえられてい
て，語義の記述も充実している。この数は今日の学習英和辞典よりもかなり少ない。
5． 1860年代に出版され日本に将来された小型のウェブスター辞書の収録語彙数は25,000
前後でかなりの語彙制限が行われている。このためか，これらの辞書は明治初期にお
いて日本の学校で利用されることが多かった。
6． 20世紀に出版されたウェブスター辞書では見出し語数と収録語彙数が大きく異なる。
派生語などを追い込みの子見出しとしているためである。このため，総収録語彙数の
調査はより一層困難となる。
7． Webster’s Collegiate Dictionaryの第3版（1916）について10分の1調査を実施した。
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派生語を含めた総語彙数65,000である。この数は第7版（1963）の公表されている総
収録語彙数130,000語とは大きく異なる。この2つの版の出版年は50年ほど差があり，
紙面も多少大きくなっているので，当然の差かもしれない。しかし，筆者には出版社
として公表する総収録語彙数の実態によると思われる。すなわち，筆者の調査では綴
りが異なる語はカウントしなかったし，巻末の地名・人名も数には含めなかった。出
版社としては総収録語彙数を少しでも多くみせたい。このため，これらの語彙も当然
のことながら含まれる。国際版大辞典第2版の約60万語もそのようなものとして理解
しなければならない。
8． ウェブスター国際版辞書はセンチュリー大辞典やスタンダード大辞典との競争で版を
重ねるごとに収録語彙数を伸ばした。ただし，1963年に出版された第3版では第2版
の3分の2近くまで減った。これは編集方針の大転換による。
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）
34
. W
eb
ste
r’s
 N
ew
 In
te
rn
at
io
na
l D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
A 
in
te
rn
at
io
na
l2
（
19
34
）
xc
vi
+3
21
0
30
.2
×2
3.
0×
14
.3
60
4,
00
0（
公
表
）
35
. W
eb
ste
r’s
 T
hi
rd
 N
ew
 In
te
rn
at
io
na
l D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
A 
in
te
rn
at
io
na
l3
（
19
61
）
lv
i+
26
62
31
.7
×2
3.
8×
10
.0
45
0,
00
0（
公
表
）
41
. A
n 
Am
er
ic
an
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
A 
ab
rid
ge
d（
18
29
）
xx
iii
+[
1]
+1
01
1
23
.7
×1
3.
9×
6.
5
75
,1
00
42
. A
n 
Am
er
ic
an
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
A 
ab
rid
ge
d（
18
41
）
xx
iii
+1
07
9+
[1
]
15
.0
×1
5.
5×
6.
0
75
,1
00
+9
,8
00
（
補
遺
）
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43
. A
n 
Am
er
ic
an
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
A 
ab
rid
ge
d（
18
47
）
xx
ii+
[2
]1
15
2+
vi
ii+
[9
]-1
12
+[
1]
24
.3
×1
5.
3
91
,8
00
44
. A
n 
Am
er
ic
an
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Ro
ya
l O
cta
vo
 D
ict
ion
ar
y）
A 
ab
rid
ge
d（
18
67
）
xx
ii+
13
19
23
.0
×1
5.
5×
6.
4
92
,0
00
51
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Un
iv
er
sit
y 
ed
iti
on
. R
ev
ise
d）
D 
un
iv
er
sit
y（
18
45
）
xv
i+
[1
]+
[9
]‒
55
6
22
.0
×1
4.
5
未
調
査
52
a.
 A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Ac
ad
em
ic
 e
di
tio
n）
D 
ac
ad
em
ic
（
18
50
）
xv
+[
17
]‒
46
1
19
.1
×1
4.
3×
3.
5
41
,3
00
52
b.
 A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Ac
ad
em
ic
 e
di
tio
n）
D 
ac
ad
em
ic
（
18
67
）
xx
xi
i+
56
0
20
.2
×1
5.
3×
4.
0
33
,5
00
53
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Co
un
tin
g-
ho
us
e 
ed
iti
on
）
D 
co
un
tin
g-
ho
us
e（
18
67
）
xx
xi
i+
63
2
22
.4
×1
5.
6×
4.
5
未
調
査
54
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Pr
im
ar
y 
Sc
ho
ol
 D
ic
tio
na
ry
）
D 
pr
im
ar
y 
sc
ho
ol
（
18
92
）
xi
i+
32
4
15
.3
×1
1.
3×
2.
1
21
,2
00
55
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Co
m
m
on
 S
ch
oo
l D
ic
tio
na
ry
）
D 
co
m
m
on
 sc
ho
ol
（
18
92
）
x+
42
2
16
.3
×1
2.
5×
2.
4
25
,0
00
（
公
表
）
56
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Hi
gh
 S
ch
oo
l D
ic
tio
na
ry
）
D 
hi
gh
 sc
ho
ol
（
18
92
）
xx
x+
53
0
18
.3
×1
3.
0×
3.
1
37
,0
00
（
公
表
）
57
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Ac
ad
em
ic
 D
ic
tio
na
ry
）
D 
ac
ad
em
ic
（
18
95
）
xx
xi
i+
70
4
20
.1
×1
5.
1×
3.
7
60
,0
00
（
公
表
）
58
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Co
un
tin
g-
ho
us
e 
Di
ct
io
na
ry
）
D 
co
un
tin
g-
ho
us
e（
18
95
）
xx
xi
i+
72
0+
23
×1
6
未
調
査
59
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
（
Na
tio
na
l P
ic
to
ria
l D
ic
tio
na
ry
）
D 
na
tio
na
l（
18
68
）
xl
+1
00
0
23
.8
×1
5.
5×
7.
2
47
,7
00
61
. W
eb
ste
r’s
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
（
1s
t e
d.
）
D 
co
lle
gi
at
e1
（
18
98
）
lv
i+
10
62
24
.5
×1
5.
5×
6.
9
58
,6
00
62
. W
eb
ste
r's
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
（
2n
d 
ed
.）
D 
co
lle
gi
at
e2
（
19
10
）
lv
i+
10
80
未
調
査
未
調
査
63
. W
eb
ste
r’s
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
（
3r
d 
ed
.）
D 
co
lle
gi
at
e3
（
19
16
）
xx
iv
+1
22
2
24
.3
×1
6.
1×
8.
3
63
,9
00
（
結
論
で
言
及
）
64
. W
eb
ste
r’s
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
（
4t
h 
ed
.）
D 
co
lle
gi
at
e4
（
19
31
）
xl
+1
22
2
21
.6
×1
4.
4×
4.
5
63
,9
00
+9
70（
新語
前付
けに
追加
）
65
. W
eb
ste
r's
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
（
5t
h 
ed
.）
D 
co
lle
gi
at
e5
（
19
33
）
xx
vi
+1
27
4
22
.3
×1
4.
7×
4.
4
未
調
査
66
. W
eb
ste
r’s
 N
ew
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
（
6t
h 
ed
.）
D 
co
lle
gi
at
e6
（
19
49
）
xx
ii+
12
09
24
.5
×1
7.
0×
4.
3
未
調
査
67
. W
eb
ste
r's
 S
ev
en
th
 N
ew
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
D 
co
lle
gi
at
e7
（
19
63
）
xx
ii+
12
21
14
.5
×1
7.
0×
4.
4
13
0,
00
0（
公
表
）
68
. W
eb
ste
r’s
 E
ig
ht
h 
Ne
w 
Co
lle
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
D 
co
lle
gi
at
e8
（
19
73
）
32
+1
53
6
24
.1
×1
7.
1×
5.
4
16
0,
00
0（
推
測
）
69
. W
eb
ste
r's
 N
in
th
 N
ew
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
D 
co
lle
gi
at
e9
（
19
83
）
xl
ii+
[4
3]
‒1
56
3
24
.4
×1
7.
7×
5.
2
16
0,
00
0（
推
測
）
61
0.
 W
eb
ste
r’s
 T
en
th
 N
ew
 C
ol
le
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
D 
co
lle
gi
at
e1
0（
19
93
）
38
+1
55
9
24
.1
×1
7.
7×
5.
5
16
0,
00
0（
公
表
）
61
1.
 W
eb
ste
r’s
 E
le
ve
nt
h 
Ne
w 
Co
lle
gi
at
e 
Di
ct
io
na
ry
D 
co
lle
gi
at
e1
1（
20
03
）
40
+1
62
3
24
.1
×1
7.
8×
5.
1
16
5,
00
0（
公
表
）
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71
. A
 P
oc
ke
t D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 p
oc
ke
t（
18
46
）
iv
+[
5]
‒2
49
11
.1
×7
.3
未
調
査
72
. A
 P
rim
ar
y 
Sc
ho
ol
 P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 p
rim
ar
y 
sc
ho
ol
（
18
48
）
vi
i+
[1
]+
[9
]‒
32
0
14
.3
×1
0.
7×
??
29
,6
00
73
. A
 H
ig
h-
Sc
ho
ol
 P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 h
ig
h-
sc
ho
ol
（
18
48
）
vi
i+
[1
]+
[9
]‒
35
0
16
.9
×1
1.
5×
未
調
査
74
. A
 P
rim
ar
y 
Sc
ho
ol
 P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 p
rim
ar
y 
sc
ho
ol
（
18
57
）
vi
i+
[1
]+
[9
]‒
30
4
14
.3
×1
0.
6×
2.
2
25
,7
00
75
. A
 C
om
m
on
-S
ch
oo
l P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 c
om
m
on
-sc
ho
ol
（
18
57
）
vi
ii+
[9
]‒
32
0
14
.7
×1
1.
3×
2.
2
27
,8
00
76
. A
 H
ig
h-
Sc
ho
ol
 P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 h
ig
h-
sc
ho
ol
（
18
57
）
vi
i+
[1
]+
[9
]‒
35
0
16
.7
×1
1.
7×
2.
7
27
,2
00
77
. A
n 
Ex
pl
an
at
or
y 
an
d 
Pr
on
ou
nc
in
g 
Di
ct
io
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 e
xp
la
na
to
ry
（
18
56
）
xx
xi
i+
47
2
18
.6
×1
4.
1×
4.
4
34
,9
00
78
. A
 P
ro
no
un
ci
ng
 a
nd
 D
eﬁ
ni
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 p
ro
no
un
ci
ng
（
18
56
）
xx
iii
+[
1]
+6
10
22
.7
×1
4.
5×
3.
7
42
,3
00
81
. A
 P
rim
ar
y 
Sc
ho
ol
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 p
rim
ar
y 
sc
ho
ol
（
18
67
）
xi
i+
[1
3]
‒3
52
15
.0
×1
1.
1×
2.
0
22
,9
00
82
. A
 C
om
m
on
-S
ch
oo
l D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 c
om
m
on
-sc
ho
ol
（
18
67
）
xx
+[
21
]‒
40
0
15
.5
×1
1.
4×
2.
2
25
,5
00
83
. A
 H
ig
h-
Sc
ho
ol
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 h
ig
h-
sc
ho
ol
（
18
68
）
xx
iv
+[
25
]‒
41
5
18
.2
×1
2.
1×
2.
3
27
,5
00
84
. A
 P
oc
ke
t D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 p
oc
ke
t（
18
70
）
xl
+[
1]
+2
78
11
.7
×8
.3
×1
.5
18
,0
00
（
公
表
）
85
. A
n 
El
em
en
ta
ry
 D
ic
tio
na
ry
M
 e
le
m
en
ta
ry
（
18
44
）
16
8
18
.7
×1
1.
5×
1.
2
12
,0
00
（
改
訂
版
）
86
. A
 H
an
dy
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 h
an
dy
（
18
77
）
[2
]+
32
0
12
.8
×1
0.
1×
1.
7
23
,9
00
87
. A
m
er
ic
an
 P
eo
pl
e’
s D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 a
m
er
ic
an
 p
eo
pl
e（
18
83
）
iv
+[
2]
+[
5]
‒5
29
15
.8
×1
3.
2×
2.
8
23
,8
00
88
. A
 P
ra
ct
ic
al
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
M
 p
ra
ct
ic
al
（
18
84
）
vi
i+
[1
]+
63
4
17
.3
×1
1.
9×
3.
3
未
調
査
89
. W
eb
ste
r's
 L
itt
le
 G
em
 D
ic
tio
na
ry
M
 li
ttl
e 
ge
m
（
19
05
）
20
5
14
.5
×7
.0
×1
.0
22
,0
00
81
0.
 W
eb
ste
r’s
 N
ew
 Id
ea
l D
ic
tio
na
ry
M
 n
ew
 id
ea
l（
19
13
）
11
44
19
.5
×1
3.
0×
4.
5
未
調
査
91
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
di
ct
io
na
ry
（
18
48
）
lx
xx
iv
+1
36
7+
27
.0
×2
0.
6×
7.
8
93
,3
00
92
. A
 C
om
pl
et
e 
Di
ct
io
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
co
m
pl
et
e 
di
ct
io
na
ry
lx
xx
iv
+1
53
6+
27
.1
×2
1.
1×
8.
5
93
,3
00
93
. N
ew
 Il
lu
str
at
ed
 E
di
tio
n 
of
 D
r. 
W
eb
ste
r’s
 U
na
br
id
ge
d 
Di
ct
io
na
ry
O 
ne
w 
ill
us
tra
te
d
vi
ii+
lx
ii+
15
38
26
.0
×1
9.
3
93
,3
00
94
. W
eb
ste
r’s
 C
om
pl
et
e 
Di
ct
io
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
co
m
pl
et
e
lx
xi
i+
16
96
29
×2
1×
8.
5
11
8,
00
0（
公
表
）
95
a.
 D
r. 
W
eb
ste
r’s
 C
om
pl
et
e 
Di
ct
io
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
co
m
pl
et
e
lx
xi
i+
17
58
28
×2
2×
10
.5
11
8,
00
0（
公
表
）
95
b.
 D
r. 
W
eb
ste
r’s
 C
om
pl
et
e 
Di
ct
io
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
co
m
pl
et
e
lx
xi
i+
18
47
26
.9
×2
1.
2×
9.
3
11
8,
00
0+
4,
50
0（
補
遺
）
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95
c.
 D
r. 
W
eb
ste
r’s
 C
om
pl
et
e 
Di
ct
io
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
co
m
pl
et
e
lx
xi
i+
17
68
27
.2
×2
0.
2
11
8,
00
0+
4,
50
0（
補
遺
）
96
. A
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
di
ct
io
na
ry
（
18
53
）
xx
ii+
[2
]+
11
52
+
vi
ii+
[9
]‒
11
3
24
.8
×1
5.
6×
6.
2
91
,8
00
97
. W
eb
ste
r’s
 Im
pr
ov
ed
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
im
pr
ov
ed
xx
iii
+[
1]
+6
13
+1
11
,
64
8+
16
6
26
.7
×1
8.
5×
5.
5
91
,8
00
98
. T
he
 P
eo
pl
e’
s D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
pe
op
le
’s 
di
ct
io
na
ry
xl
+9
69
23
.2
×1
4.
6×
6.
5
47
,7
00
99
. A
 U
ni
ve
rs
al
 C
rit
ic
al
 a
nd
 P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
un
iv
er
sa
l c
rit
ic
al
lx
xv
+[
1]
+9
56
24
.9
×1
5.
5×
6.
5
未
調
査
10
1.
 Im
pr
ov
ed
 P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
im
pr
ov
ed
 p
ro
no
un
ci
ng
vi
ii+
41
5+
[1
]
16
.8
×1
2.
4×
4.
0
未
調
査
10
2.
 T
he
 U
ni
ve
rs
al
 E
ng
lis
h 
Pr
on
ou
nc
in
g 
Di
ct
io
na
ry
O 
un
iv
er
sa
l e
ng
lis
h
xx
iv
+6
10
20
.1
×1
3.
6×
4.
5
42
,3
00
10
3.
 A
 C
rit
ic
al
 P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
cr
iti
ca
l p
ro
no
un
ci
ng
vi
+[
2]
+5
35
18
.5
×1
3.
8
42
,3
00
10
4.
 W
eb
ste
r’s
 P
oc
ke
t P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
po
ck
et
25
6
11
.9
×8
.5
×1
.7
未
調
査
10
5.
 T
he
 Il
lu
str
at
ed
 N
at
io
na
l P
ro
no
un
ci
ng
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
ill
us
tra
te
d
40
0
14
.9
×9
.8
×2
.7
14
,4
00
10
6.
 A
 C
on
de
ns
ed
 D
ic
tio
na
ry
 o
f t
he
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
ge
O 
co
nd
en
se
d（
18
84
）
vi
i+
[1
]+
79
8
19
.0
×1
2.
9×
4.
0
未
調
査
